
                            

 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
呼
び
か
け

に
よ
ỵ
て
２
０
２
３
年
に
シ
ノ
ド
ス

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ノ
ド
ス
が

「
地
方
教
会
か
ら
来
る
す
べ
て
の
者

に
開
か
れ
て
い
る
」
よ
う
に
な
る
た

め
各
教
区
で
の
担
当
司
祭
を
任
命
し
、

各
地
方
教
会
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
札
幌
教

区
で
は
担
当
者
と
し
て
佐
久
間
神
父

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
ỵ
て
、
教
会
で
信
徒
が
集
ま
ỵ
て

話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
難
し

い
昨
今
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
方
教

会
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
教

皇
様
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ỿ
ク
中
央
協
議

会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
シ
ノ
ド
ス
に

関
す
る
準
備
文
書
・
質
問
票
な
ど
を

配
布
し
、
信
徒
の
皆
様
方
か
ら
な
る

べ
く
多
く
の
意
見
が
集
め
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
教
会
に
お
け
る
希
望
の
光

を
見
い
だ
す
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
こ
の
シ
ノ
ド
ス
開
催
は

世
界
代
表
司
教
会
議
の
第
16
回
通

常
総
会
と
し
て
、テ
ổ
マ
は「
と
も
に

歩
む
教
会
の
た
め―

交
わ
り
、
参
加
、

そ
し
て
宣
教―

」で
す
。シ
ノ
ド
ス
ま

で
の
道
の
り
は
次
の
通
り
で
す
。 
 

【
１
】
シ
ノ
ド
ス
開
幕
式
が
バ
チ
カ

ン
に
お
い
て
教
皇
に
よ
り
行
わ
れ

(
２
０
２
１
年
10
月
)、
そ
の
後
各

地
方
教
会(
教
区
)に
お
け
る
開
幕
ミ

サ
(
２
０
２
１
年
10
月
17
日
)
が

行
わ
れ
た
。 

【
２
】
教
区
内
の
意
見
を
取
り
ま
と

め
る(
２
０
２
１
年
10
月
Ộ
２
０
２

２
年
２
月
)。
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
は
、

各
地
方
教
会(
教
区
)に
協
議
の
た
め

の
提
案
を
盛
り
込
ん
だ
質
問
票
と
手

引
書
な
ど
の
準
備
文
書
を
送
付
し
、

各
司
教
は
シ
ノ
ド
ス
協
議
の
た
め
に

教
区
の
連
絡
担
当
者
を
任
命
す
る
。 

担
当
者
は
、
こ
れ
ら
の
質
問
票
を
各

小
教
区
に
送
付
し
議
論
を
呼
び
か
け

る
。
準
備
文
書
と
し
て
の
質
問
票
な

ど
を
受
け
取
ỵ
た
小
教
区
は
協
議
を

進
め
、結
果
を
ま
と
め
る
。そ
れ
ぞ
れ

の
教
区
担
当
者
は
取
り
ま
と
め
を
行

い
中
央
協
議
会
に
送
付
す
る
。 

【
３
】
世
界
各
地
で
の
大
陸
レ
ベ
ル

の
シ
ノ
ド
ス
が
行
わ
れ
る
(
２
０
２

２
年
９
月
)。
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
は
、

地
方
教
会
か
ら
上
が
ỵ
て
き
た
協
議

結
果
を
も
と
に
討
議
要
綱
を
作
成
し
、

そ
の
文
書
に
関
す
る
大
陸
レ
ベ
ル
で

の
討
議
を
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

シ
ノ
ド
ス
事
務
局
に
提
出
す
る
最
終

文
書
を
作
成
す
る
。 

【
４
】第
16
回
世
界
代
表
司
教
会
議

が
バ
チ
カ
ン
で
開
催
さ
れ
る
(
２
０

２
３
年
10
月
)。
大
陸
レ
ベ
ル
で
の

最
終
文
書
を
も
と
に
さ
ら
な
る
討
議

要
綱
が
参
加
者
に
送
付
さ
れ
て
、
シ

ノ
ド
ス
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

 
現
在
進
行
形
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
各
小
教
区
で
は
集
ま
ỵ
て
の
協

議
が
難
し
い
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況
に
合
わ
せ

た
工
夫
を
行
ỵ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
へ
の
進

め
方
や
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
い

つ
で
も
担
当
者
佐
久
間
神
父
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
遠
隔
地
に

お
け
る
会
議
の
進
め
方
等
(
リ
モ
ổ

ト
会
議
の
活
用
な
ど
)
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。 

 

(
佐
久
間 

力
)  

●
全
国
典
礼
担
当
者
会
議 

９
月
６~

７
日
に
か
け
て
全
国
典

礼
担
当
者
会
議
が
リ
モ
ổ
ト
形
式
で

行
わ
れ
、
各
教
区
３
人
の
制
限
の
中

で
、
札
幌
教
区
か
ら
は
上
杉
昌
弘
神

父
(
教
区
典
礼
委
員
⾧
)、
佐
藤
謙
一

神
父
(
札
幌
地
区
典
礼
委
員
)、
松
村

繁
彦
神
父(
教
区
事
務
局
⾧
)の
３
名

が
出
席
し
た
。
今
年
は
来
年
の
待
降

節
か
ら
公
式
使
用
さ
れ
る
「
新
し
い

『
ロ
ổ
マ
ミ
サ
典
礼
書
』」
へ
の
対
応

の
た
め
、
２
日
間
を
使
い
変
更
に
至

る
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
変
更
内
容
、

ミ
サ
礼
法
な
ど
を
司
教
協
議
会
典
礼

担
当
白
浜
司
教
ら
と
典
礼
委
員
会
よ

り
研
修
の
形
で
受
け
た
。 

 

●
変
更
に
つ
い
て 

 

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
精
神
に

基
づ
い
て
典
礼
書
が
各
国
の
言
語
に

訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
お

い
て
も
１
９
７
８
年
に
἖
ラ
テ
ン
語

規
範
版
἗
よ
り
暫
定
版
と
し
て
翻
訳

さ
れ
今
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
第
二
の
規
範
版
も
出
さ
れ
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
改
訂
作
業
も
行
ỵ
て
き

た
が
、
２
０
０
２
年
に
バ
チ
カ
ン
よ

り
規
範
版
の
第
三
版
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
司
教
団
と
典
礼

委
員
会
の
⾧
い
努
力
の
末
、
日
本
語

に
よ
る
『
ミ
サ
式
次
第
と
第
一
Ộ
第

四
奉
献
文
』の
翻
訳
が
作
成
さ
れ
、バ

チ
カ
ン
典
礼
秘
跡
省
よ
り
承
認
さ
れ

た
。
ラ
テ
ン
語
か
ら
日
本
語
へ
の
翻

訳
に
は
言
語
的
な
表
現
や
日
本
が
も

つ
固
有
の
文
化
や
習
慣
な
ど
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
も
あ
ỵ
た

が
、
新
し
い
日
本
の
ミ
サ
式
次
第
は

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
全
て
の
完
成
に
は
時

間
が
か
か
る
。
課
題
は
集
会
祭
儀
式

次
第
や
葬
儀
、結
婚
式
、そ
の
他
の
祈

り
や
聖
歌
ま
で
及
ぶ
。
随
時
検
討
さ

れ
変
更
さ
れ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

し
ば
ら
く
は
新
し
い
儀
式
書
と
古
い

儀
式
書
を
使
い
分
け
な
が
ら
歩
む
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

具
体
的
な
変
更
点
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
が
、

文
語
体
の
ま
ま
だ
ỵ
た
箇
所
の
口
語

体
へ
の
変
更
を
基
軸
に
、
἖
ラ
テ
ン

語
規
範
版
἗
に
で
き
る
限
り
沿
ỵ
た

日
本
語
翻
訳
と
な
ỵ
て
い
る
。 

 

●
今
後
の
動
き 

 

今
ま
で
と
は
随
所
に
違
い
が
現
わ

 

来
年
待
降
節
か
ら
新
し
い
「
ミ
サ
式
次
第
」
へ 

バ
チ
カ
ン
典
礼
秘
跡
省
に
よ
り
こ
の
度
、
日
本
語
に
よ
る
新
し

い
「
ミ
サ
の
式
次
第
と
奉
献
文
」
が
承
認
さ
れ
、
来
年
の
待
降

節
第
一
主
日
(
２
０
２
２
年
11
月
27
日
)
よ
り
日
本
全
国
一

斉
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 
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れ
る
新
し
い「
ミ
サ
の
式
次
第
」は
、

習
慣
化
さ
れ
た
私
た
ち
に
と
ỵ
て
大

き
な
チ
ἀ
レ
ン
ジ
と
な
る
が
、
全
世

界
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
の

規
範
版
に
従
ỵ
た「
ミ
サ
式
次
第
」は
、

全
世
界
の
人
々
の
霊
的
に
、
そ
し
て

言
語
と
し
て
も
一
致
に
近
づ
き
、
聖

霊
の
働
き
を
強
く
感
じ
る
ミ
サ
に
な

る
と
信
じ
て
い
る
。 

今
年
10
月
よ
り
各
教
区
の
司
祭

は
随
時
研
修
を
受
け
て
、
そ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
と
な
ỵ
た
。
札
幌
教

区
に
お
い
て
も
10
月
と
11
月
の

司
祭
の
集
ま
り
の
中
で
「
ミ
サ
の
式

次
第
と
奉
献
文
」
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
な
ỵ
て
い
る
。特
に
11
月
に

は
司
教
協
議
会
の
典
礼
委
員
を
招
き
、

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
ỵ
て
い
る
。 

 

10
月
中
旬
か
ら
司
祭
用
の「
ミ
サ

の
式
次
第
と
奉
献
文
」
の
パ
ン
フ
レ

ỿ
ト
が
中
央
協
議
会
よ
り
出
版
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
準
備
を
行
い
、
会
衆

用
の「
ミ
サ
の
式
次
第
」は
カ
ト
リ
ỿ

ク
書
籍
を
扱
う
各
出
版
社
を
通
し
て

販
売
さ
れ
る
。
こ
の
販
売
を
待
ỵ
て
、

教
区
内
で
は
随
時
研
修
や
“

練
習
”

を
始
め
、
来
年
の
待
降
節
に
間
に
合

う
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
会
衆
用
「
ミ
サ
式
次
第
」
は
来
秋

に
な
る
予
定
と
の
こ
と
。
札
幌
教
区

と
し
て
も
互
い
に
学
び
あ
い
な
が
ら

新
し
い
ミ
サ
式
次
第
の
豊
か
さ
に
触

れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
ỵ

て
い
る
。 

(

札
幌
教
区
事
務
局
⾧ 

松
村 

繁
彦) 

新
教
皇
大
使
に 

レ
オ
・
ボ
⑁
カ
ル
デ
␽
大
司
教 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
３
月
11

日
付
で
新
駐
日
教
皇
大
使
と
し
て
、

イ
タ
リ
ア
出
身
の
レ
オ
・
ボ
ỿ
カ
ル

デ
ỻ
大
司
教
(H

is Excellency 
M

onsignor Leo B
occardi

)を
任
命

し
た
。 

大
使
は
１
９
５
３
年
４
月
15
日
、

イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
マ
ル
テ
ỻ
ノ
・
イ

ン
・
ペ
ン
シ
リ
ス
生
ま
れ
。１
９
７
９

年
６
月
24
日
、
司
祭
叙
階
。
神
学
博

士
。
１
９
８
７
年
か
ら
教
皇
庁
の
外

交
活
動
を
開
始
し
、ウ
ガ
ン
ダ
、パ
プ

ア
ニ
ἁ
ổ
ギ
ニ
ア
、ベ
ル
ギ
ổ
、教
皇

庁
国
務
省
外
務
局
で
働
き
、
国
連
の

国
際
原
子
力
機
関
(IA

EA

)
や
欧
州

安
保
協
力
機
構
(O

SC
E

)、
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約
準
備
委
員
会

(C
T

B
T

O

)
へ
の
聖
座
代
表
、
２
０

０
１
年
３
月
17
日
か
ら
は
ウ
ỻ
ổ

ン
の
国
連
工
業
開
発
機
関(U

N
ID

O

)

と
国
連
事
務
所
で
の
聖
座
常
任
オ
ブ

ザ
ổ
バ
ổ
を
務
め
た
。
２
０
０
７
年

か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
駐
ス
ổ
ダ

ン
・
エ
リ
ト
リ
ア
教
皇
大
使
、２
０
１

３
年
７
月
11
日
よ
り
駐
イ
ラ
ン
教

皇
大
使
を
務
め
て
い
た
。(
カ
ト
リ
ỿ

ク
中
央
協
議
会
ウ
ỽ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
) 

永
遠
の
安
息
を
祈
り 

ペ
ト
ロ
地
主
敏
夫
司
教
納
骨
式 

 

去
る
９
月
26
日(

日)

14
時
よ
り
、

白
石
共
同
墓
地
(
札
幌
市
白
石
区
平

和
通
10
丁
目
北
)に
て
故
ペ
ト
ロ
地

主
敏
夫
司
教
の
納
骨
式(
司
式
⽇
勝
谷

太
治
司
教
)が
執
り
行
わ
れ
た
。コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
札
幌
地
区
の
司
祭
団
と

助
祭
、ご
遺
族
を
含
め
20
名
ほ
ど
で

永
遠
の
安
息
を
祈
ỵ
た
。 

式
の
中
で
勝
谷
司
教
は
「
お
話
し

好
き
で
話
題
を
独
り
占
め
し
て
い
た

地
主
司
教
様
が
い
な
く
な
ỵ
た
こ
と

で
、
時
々
食
事
の
際
に
寂
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
司
教
様
か
ら
受
け
継
い
だ

教
区
を
し
ỵ
か
り
と
支
え
て
い
き
た

い
」
と
語
ỵ
た
。 

改
め
て
⾧
い
間
札
幌
教
区
を
導
い

て
く
だ
さ
ỵ
た
地
主
司
教
の
た
め
に

永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。 

                     

                                  

                                  田中建一名誉司教は７月 29
日、愛媛県宇和島市内の病院
で誤嚥性肺炎のため帰天。93
歳、愛媛県宇和島市出身。 
１９５１年高松にて司祭叙階
後、海外留学を経て大阪教区、
高松教区にて司牧。76 年９月
23 日、京都教区司教に叙階さ
れ、97 年まで教区⾧を務め
た。在任期間中は日本カトリ
ック司教協議会で諸宗教対話
を担当、諸宗教間の対話、交
流、協力に尽力された。 

前
京
都
教
区
司
教 

ラ
イ
ム
ン
ド
田
中
建
一 

名
誉
司
教
帰
天 
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■お詫びと訂正 前号 2 頁「2021 年度札幌教区内の司祭/男性修道者担当・所属一覧」において、「札幌教区」欄で「宮部登：
岩見沢協力」の記載漏れがありました。ここにお詫びして訂正いたします。 

札幌教区ニュース/第 35 号 ［ 3 ］ 

2021年10月1日 現在

委員会名等 役員・委員司祭名 任期 就任年月 満了年月 備考

代表役員 勝谷　太治 2013年10月14日 教区長

　　　　　　　　役員 今田　玄五 2016年10月14日 司教総代理

　　　　　　　　役員 加藤　鐵男 2019年5月1日 2022年10月13日

　　　　　　　　役員 佐藤　謙一　 2019年5月1日 2022年10月13日

事務担当 松村　繁彦 2021年4月1日 事務局長

司教 勝谷　太治 2013年10月14日 教区長

司教総代理 今田　玄五 2019年5月1日 司教総代理

諮問委員 佐藤　謙一 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 後藤　義信 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 小林　薫 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 祐川　郁生 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 加藤　鐵男 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 ﾗｲﾔ･ﾌﾗﾝｼｽ 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 湯澤　民夫 2019年5月1日 2022年4月30日

諮問委員 ｵｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ 2019年5月1日 2022年4月30日

事務担当 松村　繁彦 2021年4月1日 陪席者:ex 事務局長

司教 勝谷　太治 2013年10月14日

今田　玄五　 2014年4月1日 司教総代理

松村　繁彦 2021年4月1日 事務局長

加藤　鐵男　 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長

後藤　義信 2020年4月1日 2023年3月31日

湯澤　民夫　 2020年4月1日 2023年3月31日

佐久間　力　 2020年4月1日 2023年3月31日

佐藤　謙一 2017年4月1日 2023年3月31日

川上　剛　 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長代理

内藤　孝文 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長

間野　正孝　 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長

長尾　俊宏　 2020年4月1日 2023年3月31日

ﾗｲﾔ･ﾌﾗﾝｼｽ 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長

小林　薫　 2020年4月1日 2023年3月31日

祐川　郁生 2020年4月1日 2023年3月31日 地区長

司教 勝谷　太治 2013年10月14日 教区長

今田　玄五 2014年4月1日 司教総代理

松村　繁彦 2021年4月1日 事務局長

加藤　鐵男 2017年5月1日 2022年3月31日 地区長

後藤　義信 2020年4月1日 2022年3月31日

佐久間　力　 2020年4月1日 2022年3月31日

川上　剛 2017年5月1日 2022年3月31日 地区長代理

内藤　孝文 2017年5月1日 2022年3月31日 地区長

間野　正孝 2014年4月1日 2022年3月31日 地区長

ﾅﾙﾁｿﾞ･ｶﾊﾞﾂｫﾗ 2020年4月1日 2022年3月31日

ﾗｲﾔ･ﾌﾗﾝｼｽ 2014年4月1日 2022年3月31日 地区長

小林　薫　 2020年4月1日 2022年3月31日

祐川　郁生 2019年5月1日 2022年3月31日 地区長

松村　繁彦 事務局長　教区会計

佐藤　謙一 2020年4月1日 2022年3月31日

佐久間　力　 2020年4月1日 2022年3月31日

後藤　義信 2020年4月1日 2022年3月31日

蓑島　克哉 2020年4月1日 2022年3月31日

加藤　鐵男　 2020年5月1日 2022年3月31日

        苫小牧地区委員 ﾗｲﾔ･ﾌﾗﾝｼｽ 2020年4月1日 2022年3月31日 苫小牧地区

札幌地区委員 佐藤　謙一 2020年4月1日 2022年3月31日 札幌地区

函館地区委員 ﾘｯﾀｰｽﾊｳｽ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ 2020年4月1日 2022年3月31日 函館地区　

旭川地区委員
山本　孝
今田　玄五(代理)

2020年5月1日 2022年3月31日 旭川地区

釧路地区委員 内藤　孝文 2020年4月1日 2022年3月31日 釧路地区　

委員長・北見地区委員 上杉　昌弘 2020年5月1日 2022年3月31日 北見地区　

松村　繁彦　 2021年4月1日 事務局長

松村　繁彦　 2021年4月1日 事務局長

　　難民移住移動者委員会 ﾚｲﾅﾙﾄﾞ･ﾚｶﾞﾔﾀﾞ 2020年4月1日 2022年3月31日

　　ｶﾘﾀｽ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 松村　繁彦　 2021年4月13日 2022年3月31日

　　札幌ｶﾘﾀｽ 佐藤　謙一 2020年4月1日 2022年3月31日

　　正義と平和協議会 加藤　鐵男　 2020年5月1日 2022年3月31日

　　エキュメニカル 松村　繁彦 2020年4月1日 事務局長

新海　雅典 2020年4月1日 2022年3月31日

蓑島　克哉　 2020年5月1日 2022年3月31日

加藤　鐵男 2020年4月1日 2022年3月31日

佐久間　力　 2020年4月1日 2022年3月31日

佐久間　力　 ２年 2021年9月1日 2023年8月31日

佐久間　力　 ５年 2021年 2026年

2021年5月1日 （非公表対応）

社
会
委
員
会

典
礼
委
員
会

広報委員会

聖書委員会

財政委員会

教区神学生養成委員会

青少年委員会

事務局長

旭川地区　　　　　　　地区長

　　　　　　　　地区委員

　　運営委員長・地区委員

北見地区　　　　　　　地区長

司教総代理

事務局長

札幌地区　　　　　　　地区長

　　　　　　　地区委員

　　　　　　　地区委員

教区関係機関　担当司祭一覧

　　　　　　　地区委員

函館地区　　　　　　　地区長

司教総代理

札幌地区　　　　　　　地区長

宗教法人責任役員会

教区顧問会

教区司祭評議会

教区宣教司牧評議会

司教任命で担当司祭を置く

３年

５年

２年

３年

３年

２年

函館地区　　　　　　　地区長

釧路地区　　　　　　　地区長

その他

教区シノドス準備窓口担当

教皇庁宣教事業窓口担当

ハラスメント対応デスク

　　　　　　　　地区委員

苫小牧地区　　　　　　地区長

　　　　　　　　地区委員

教区委員会

司祭月例静修委員会

　　　　　　　地区委員

苫小牧地区　　　　　　地区長

　　　　　　　地区委員

　運営委員長・地区委員

北見地区　　　　　　　地区長

釧路地区　　　　　　　地区長

旭川地区　　　　　　　地区長



   

常
紋
ト
ン
ネ
ル
物
故
者
追
悼
式 

                                 

 

機
関
紙
「
北
の
あ
ゆ
み
」 

増
刊
号
発
行 

                                  

こ
の
夏
に
千
歳
教

会
と
北
広
島
教
会
の

教
会
学
校
合
同
で
、
デ

イ
・
キ
ἀ
ン
プ
を
行
い

ま
し
た
。
計
画
当
初
は
、

感
染
も
落
ち
着
い
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
、

一
泊
二
日
の
キ
ἀ
ン

プ
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
ま
だ
ま

だ
感
染
拡
大
も
収
ま

ỵ
て
い
な
い
な
か
、
開

催
の
是
非
を
教
会
学

校
リ
ổ
ダ
ổ
で
話
し

合
い
、
こ
の
一
年
、
子

供
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る

楽
し
み
を
奪
わ
れ
て

き
た
現
状
を
振
り
返

ỵ
て
、
教
会
で
い
ま
で
き
る
こ
と
を

や
り
ま
し
Ỹ
う
と
い
う
こ
と
で
、
万

全
の
感
染
対
策
を
し
た
う
え
で
、
日

程
を
短
縮
し
、
日
帰
り
キ
ἀ
ン
プ
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
日

は
新
ひ
だ
か
町
静
内
の
牧
場
に
行
き
、

乗
馬
や
馬
へ
の
餌
や
り
を
体
験
し
て
、

人
間
よ
り
も
大
き
な
動
物
を
見
て
、

触
ỵ
て
、
乗
る
と
い
う
体
験
に
子
供

た
ち
の
目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
い
い
風
が
吹
く
中

で
食
べ
る
お
弁
当
は
や
は
り
格
別
で

す
。
静
内
教
会
で
の
聖
堂
訪
問
で
は
、

い
つ
も
の
教
会
と
は
違
う
雰
囲
気
に

興
味
津
々
。
神
学
生
の
千
葉
充
さ
ん

も
お
手
伝
い
で
参
加
し
て
く
れ
、
公

園
に
移
動
し
て
神
学
生
考
案
の
ゲ
ổ

ム
な
ど
で
ひ
と
し
き
り
遊
び
、
千
歳

教
会
に
戻
ỵ
て
夕
食
準
備
。
外
で
の

バ
ổ
ベ
キ
ἁ
ổ
で
す
。
普
段
と
は
違

う
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
焚
火
を
囲
み

な
が
ら
の
夕
食
は
、
心
癒
さ
れ
る
い

い
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
夏
の
夜
の

花
火
、
終
わ
り
に
聖
堂
で
お
祈
り
の

時
間
と
し
て
テ
ゼ
の
祈
り
を
行
い
ま

し
た
。
離
れ
て
座
り
な
が
ら
マ
ス
ク

を
し
て
小
声
で
歌
い
な
が
ら
も
、
祭

壇
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
ろ
う
そ

く
を
灯
し
、
ギ
タ
ổ
が
響
く
荘
厳
な

雰
囲
気
の
な
か
で
、
こ
こ
ろ
合
わ
せ

て
祈
る
時
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
た

ち
の
表
情
を
見
な
が
ら
思
ỵ
た
の
は
、

た
ỵ
た
一
日
の
日
帰
り
で
は
あ
ỵ
た

も
の
の
、
子
供
た
ち
が
教
会
の
友
達

と
と
も
に
遊
ん
で
、食
べ
て
、祈
る
と

い
う
時
間
を
持
つ
。
子
供
た
ち
が
神

様
を
感
じ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
大

切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

神
に
感
謝
。 

 
(

青
少
年
担
当
司
祭
・
佐
久
間 

力) 

大
正
３
年
に
完
成
し
た
遠
軽

町
と
北
見
市
の
境
に
あ
る
JR

石
北
線
・
常
紋
ト
ン
ネ
ル(

全
⾧

５
０
７
メ
ổ
ト
ル)

。
建
設
工
事

で
労
働
者
達
は
、僅
か
な
食
糧
で

凄
惨
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
、

倒
れ
て
も
治
療
さ
れ
る
こ
と
な

く
百
人
以
上
が
亡
く
な
ỵ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

北
見
市
の
カ
ト
リ
ỿ
ク
教
会

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
２

年
に
一
度
、教
派
を
超
え
て
合
同

で
追
悼
式
を
行
ỵ
て
お
り
、
10

月
２
日
、北
見
市
留
辺
蘂
町
の
記

念
碑
に
は
10
名
程
が
集
い
、
共

に
祈
り
を
捧
げ
た
。追
悼
式
の
様

子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
北
海
道
版
ニ
ἁ

ổ
ス
で
も
報
道
さ
れ
た
。 

２
年
続
け
て
地
区
カ
ト
リ
ỿ

ク
大
会
で
集
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
私
た
ち
は
話
し
合
い

で
、
北
見
地
区
５
教
会
で
年
一
Ộ

二
回
発
行
す
る
『
北
の
あ
ゆ
み
』

増
刊
号
を
発
行
し
、
紙
面
で
５
教

会
の
交
流
を
図
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
編
集
の
負
担
を
な
く
す
た
め
、

各
教
会
に
は
「
Ａ
４
で
一
Ộ
二
ペ

ổ
ジ
分
、
自
由
に
紙
面
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
Ｏ
Ｋ
、
テ

ổ
マ
も
自
由
。」
と
原
稿
を
依
頼

し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
紙
面
は

手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
印
刷
し

綴
じ
て
完
成
。 

 

あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
、
集
ま

れ
な
い
と
い
う
状
況
に
代
え
て

前
向
き
に
何
か
で
き
れ
ば
と
願

ỵ
て
の
企
画
で
し
た
。
北
見
・
網

走
・
美
幌
・
遠
軽
・
紋
別
そ
れ
ぞ

れ
の
教
会
の
出
来
事
や
苦
労
話
、

ベ
ト
ナ
ム
技
能
実
習
生
の
皆
さ

ん
の
声
、
す
ば
ら
し
い
短
歌
・
俳

句
な
ど
が
紙
面
の
中
に
集
い
ま

し
た
。
各
教
会
の
様
子
が
生
き
生

き
と
読
み
取
れ
る
、
血
の
通
ỵ
た

温
か
さ
を
感
じ
取
れ
る
、
そ
ん
な

増
刊
号
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。 

(
北
見
教
会
・
笹
原 

亜
古
) 

 

【
北
見
地
区
】 
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【
札
幌
地
区
】 

千
歳
・
北
広
島
教
会
学
校
「
デ
イ
・
キ
⑂
ン
プ
」 



 

今
年
の
１
月
に
旭
川
藤
星
高
校
の

校
⾧
か
ら
「
も
し
今
年
の
地
区
大
会

を
企
画
さ
れ
る
と
し
て
も
、
感
染
症

を
考
慮
し
て
、
一
昨
年
の
よ
う
に
本

校
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
の
は
困
難
」

と
の
連
絡
が
あ
り
、
間
野
地
区
⾧
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、「
で
は
、
今
年
の
カ

ト
リ
ỿ
ク
大
会
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
考
え
ま
し
Ỹ
う
。」
と
の
話
が
あ

ỵ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
年
の
大
会
に

つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
ỵ
た
。 

状
況
的
に
一
堂
に
会
し
て
の
開
催

は
困
難
、
し
か
し
昨
年
に
続
き
２
年

連
続
で
中
止
と
し
て
い
い
の
か
。
何

か
で
き
な
い
か
。
何
か
方
法
は
な
い

か
。
地
区
⾧
と
地
区
宣
司
評
ブ
ロ
ỿ

ク
代
表
者
で
検
討
し
た
結
果
、「
一
日

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
期
間
を
設

定
し
て
地
区
信
徒
の
皆
で
祈
り
、
何

か
に
取
り
組
む
。
堅
信
式
を
含
む
司

教
ミ
サ
は
人
数
を
限
定
し
て
実
施
し
、

そ
の
模
様
を
ネ
ỿ
ト
配
信
し
信
徒
に

視
聴
し
て
も
ら
う
。」
と
い
う
方
向
に

な
り
、司
教
ミ
サ
は
８
月
29
日
に
旭

川
五
条
教
会
で
実
施
と
決
ま
り
、
こ

れ
を
大
会
期
間
の
最
終
日
に
設
定
と

な
ỵ
た
。
お
気
付
き
か
も
し
れ
な
い

が
、こ
れ
は「
札
幌
教
区
１
０
０
周
年
」

の
取
り
組
み
が
下
敷
き
と
な
ỵ
た
も

の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
と
全
く
違
う
形
態
に
懐

疑
的
な
意
見
も
少
な
く
は
な
か
ỵ
た

が
、実
行
委
員
の
中
か
ら「
ミ
サ
を
配

信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
各
教
会
に

信
徒
が
集
ま
ỵ
て
視
聴
し
、
配
信
に

合
わ
せ
て
聖
体
拝
領
は
で
き
な
い
か
」

と
の
意
見
が
出
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

間
野
地
区
⾧
か
ら
勝
谷
司
教
へ
問
い

合
わ
せ
が
さ
れ
、
さ
ら
に
司
教
協
議

会
典
礼
委
員
⾧
の
意
見
も
参
考
に
さ

れ
、「
今
大
会
限
り
の
特
例
と
し
て
」

勝
谷
司
教
か
ら
認
め
ら
れ
た
。
そ
ん

な
中
、
５
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
大
会
期
間
設
定
を
変
更
し

７
月
29
日
か
ら
10
月
31
日
と
す

る
こ
と
に
。
話
し
合
い
も
ま
ま
な
ら

ぬ
状
況
だ
ỵ
た
が
、
大
会
テ
ổ
マ
の

設
定(
実
行
委
員
か
ら「
司
教
の
年
頭

司
牧
書
簡
か
ら
テ
ổ
マ
を
取
ろ
う
」

と
の
意
見
あ
り
、「
自
ら
考
え
出
向
い

て
行
く
共
同
体 ―
い
つ
も
派
遣
さ

れ
て
い
る
私
た
ち―
」
と
な
ỵ
た
。)、

「
２
０
２
１
年
旭
川
地
区
カ
ト
リ
ỿ

ク
大
会
の
祈
り
」
の
作
成
と
カ
ổ
ド

配
布
、
期
間
中
の
取
り
組
み
の
決
定
、

聖
堂
に
掲
げ
る
バ
ナ
ổ
、
ポ
ス
タ
ổ

の
配
布
等
を
実
施
し
た
。 

司
教
ミ
サ
配
信
視
聴
に
関
し
て
は

各
教
会
に
お
け
る
ネ
ỿ
ト
環
境
の
確

認
と
、
環
境
整
備
助
成
も
地
区
と
し

て
用
意
し
た
。
実
際
の
配
信
作
業
は

業
者
に
委
託
、
カ
メ
ラ
３
台
に
よ
る

中
継
の
準
備
を
行
い
、
地
区
宣
司
評

と
し
て
は
配
信
チ
ἀ
ン
ネ
ル
を
設
定
。

ま
た
、
第
２
朗
読
は
教
会
に
集
う
ベ

ト
ナ
ム
人
に
ベ
ト
ナ
ム
語
で
の
朗
読

を
依
頼
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
の
日
本

語
字
幕
も
準
備
し
た
。
ミ
サ
の
参
加

者
は
受
堅
者
と
代
父
母
、
各
小
教
区

等
か
ら
一
名
ず
つ
の
代
表
者
、
典
礼

奉
仕
者
と
ス
タ
ỿ
フ
の
み
だ
が
、
司

祭
団
も
入
れ
て
約
50
名
と
な
ỵ
た
。 

こ
こ
ま
で
「
走
り
な
が
ら
考
え
て
」

準
備
を
行
ỵ
て
き
た
が
、
実
施
直
前
、

北
海
道
に
３
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
司
教
ミ
サ
に
つ
い
て

全
て
の
延
期
を
決
定
。
す
ぐ
に
日
程

調
整
を
行
い
、
司
教
ミ
サ
堅
信
式
は

宣
言
解
除
後
の
10
月
３
日
に
実
施

さ
れ
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
視
聴
に
合
わ

せ
た
各
教
会
で
の
対
応
は
事
務
局
と

し
て
ま
だ
集
約
し
て
い
な
い
が
、
あ

る
教
会
で
は
聖
堂
祭
壇
前
に
ス
ク
リ

ổ
ン
を
設
置
し
、
会
衆
は
ミ
サ
と
同

じ
よ
う
に
動
き
、
聖
体
奉
仕
者
か
ら

聖
体
を
拝
領
し
、そ
れ
は「
リ
モ
ổ
ト

ミ
サ
」
と
言
え
る
も
の
だ
ỵ
た
と
の

こ
と
。 

 

２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
制

約
を
受
け
た
が
、
司
教
ミ
サ
は
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
カ
ト
リ
ỿ
ク
大
会

は
続
い
て
お
り
、
取
り
組
み
の
集
約

も
こ
れ
か
ら
。
可
能
で
あ
れ
ば
次
号

の
教
区
ニ
ἁ
ổ
ス
に
お
い
て
、
今
回

の
旭
川
地
区
大
会
の
全
体
に
つ
い
て
、

教
区
の
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
う
。 

(
実
行
委
員
⾧ 

旭
川
六
条
教
会
・
荒
木
関 

充
) 

道
南
に
位
置
す
る

大
千
軒
岳
。江
戸
時
代

初
期
、こ
の
地
に
逃
れ

た
多
く
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
処
刑
さ
れ
た
。今

日
で
は
、当
時
砂
金
を

集
積
し
て
い
た「
番
所
」

跡
と
頂
上
付
近
の
稜

線
の
二
カ
所
に
十
字

架
を
建
立
し
、そ
の
殉

教
を
記
念
し
、ほ
ぼ
毎

年
、「
番
所
」
跡
で
ミ

サ
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

初
め
は
木
で
造
ỵ

た
簡
素
な
十
字
架
で

ミ
サ
を
挙
げ
て
い
た

が
、や
が
て
鉄
製
の
物

を
建
立
、そ
の
十
字
架

も
経
年
で
劣
化
が
進

み
、
約
20
年
前
に
現

在
の
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
物
に
交
換
し
た
。２

年
前
、「
番
所
」跡
の
十

字
架
に
亀
裂
が
見
つ

か
り
、
更
に
昨
年
に
は

稜
線
に
あ
る
十
字
架

が
大
き
く
傾
い
て
い

る
の
が
分
か
ỵ
た
。 

 

今
年
、
番
所
跡
の
十

字
架
の
修
理
を
終
え
、

建
立
し
直
し
た
が
、
稜

線
に
あ
る
十
字
架
の

修
復
は
来
年
へ
の
宿
題
と
な
ỵ
て
し

ま
ỵ
た
。 

 

大
千
軒
岳
に
あ
る
十
字
架
は
い
か

な
る
苦
難
に
も
屈
せ
ず
、
最
期
ま
で

主
を
信
じ
、己
の
意
思
を
貫
い
た「
信

仰
」
を
象
徴
す
る
大
切
な
十
字
架
で

あ
る
。(

元
町
教
会 

ヴ
ỻ
ン
セ
ン
シ

オ
・
ア
・
パ
ウ
ロ 

上
野 

博
司) 

 
             

 
 

【
函
館
地
区
】 

「
信
仰
を
象
徴
す
る
大
切
な
十
字
架
」 

千
軒
岳
十
字
架
修
復 

 
【
旭
川
地
区
】 

２
０
２
１
年
(
第
65
回
)
旭
川
地
区
カ
ト
リ
⑁
ク
大
会 
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ネ
⑁
ト
ワ
␗
ク
ミ
␗
テ
␽
ン
グ 

in 
札
幌
が
行
わ
れ
ま
し
た 

札
幌
教
区
の
青
年
主
催 

テ
␗
マ
は
「
し
た
␷
け
!
」 

 

９
月
19
日
、全
国
の
青
年
が
集
う

ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
ミ
ổ
テ
ỻ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
ミ
ổ

テ
ỻ
ン
グ
と
は
、
カ
ト
リ
ỿ
ク
の
青

年
、
青
年
の
活
動
を
支
え
て
い
る
修

道
者
・
司
祭
等
の
交
流
と
情
報
交
換

の
場
と
し
て
年
に
２
回
、
教
区
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
集
い
で
す
。 

第
41
回
目
の
今
回
は
、札
幌
教
区

の
青
年
が
主
催
と
な
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
札
幌
教
区
で
は
約
２
年
前
か

ら
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
札
幌

で
の
開
催
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ổ
マ
は
、
北
海
道
弁
で

「
ま
た
ね
」
や
「
そ
う
し
た
ら
」
を
意

味
す
る「
し
た
ỵ
け
！
」。「
し
た
ỵ
け

ね
！
」
と
再
会
の
約
束
を
し
て
、「
し

た
ỵ
け
さ
」
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

分
か
ち
合
え
る
、
そ
ん
な
時
間
に
し

た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
に

は
ス
タ
ỿ
フ
を
含
め
40
名
の
参
加

が
あ
り
、
画
面
越
し
に
全
国
各
地
の

青
年
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
は

じ
め
に
勝
谷
司
教
様
か
ら
お
話
を
い

た
だ
き
、
続
い
て
レ
ク
リ
エ
ổ
シ
ἂ

ン
、分
か
ち
合
い
、お
祈
り
の
時
間
を

共
に
過
ご
し
、
各
教
区
の
青
年
活
動

の
現
状
や
、悩
み
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
は
、
い
つ
か
ま
た
、
今
度
は

顔
を
合
わ
せ
て
食
卓
を
共
に
で
き
る

日
を
願
い
、「
し
た
ỵ
け
！
」
と
挨
拶

を
交
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

次
回
の
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
ミ
ổ
テ
ỻ

ン
グ
は
、２
０
２
２
年
２
月
、横
浜
教

区
主
催
で
の
開
催
で
す
。 

(
北
26
条
教
会
・
池
田 

ゆ
り
の
) 

カ
リ
タ
ス
ジ
⑂
パ
ン 

東
日
本
大
震
災
関
連
支
援
を
継
続 

 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
、カ
リ
タ
ス
ジ

ἀ
パ
ン
で
は
こ
の
間
、
延
べ
４
万
８

千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
の
協
力
を
得

て
、
35
万
人
の
方
々
へ
支
援
を
届
け

て
き
た
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ἀ
パ
ン
へ
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
は
国
内
外
合
わ
せ
２

８
億
６
千
万
円
に
の
ぼ
り
、
こ
の
う

ち
９
割
を
現
地
に
届
け
て
い
る
。 

し
か
し
被
災
地
は
い
ま
だ
復
興
が

終
わ
ら
な
い
状
況
か
ら
、
カ
リ
タ
ス

ジ
ἀ
パ
ン
で
は
「
東
日
本
大
震
災
関

連
支
援
」
と
し
て
次
の
３
つ
の
条
件

を
満
た
す
団
体
を
対
象
に
今
後
も
継

続
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
２

０
２
１
年
９
月
か
ら
支
援
申
請
の
受

付
を
開
始
し
た
。 

①
東
日
本
大
震
災
関
連
支
援
に
か

か
わ
る
活
動
で
、
且
つ
被
災
者
の
ニ

ổ
ズ
に
対
応
し
た
活
動
で
あ
り
、
②

被
災
者
、
及
び
関
係
す
る
地
域
住
民

等
の
参
加
が
何
ら
か
の
形
で
見
込
ま

れ
る
こ
と
、 

或
い
は
被
災
者
が
主
体

的
に
行
う
活
動
で
あ
る
こ
と
、
③
カ

リ
タ
ス
ジ
ἀ
パ
ン
か
ら
の
支
援
金
提

供
が
終
わ
ỵ
て
も
、
持
続
的
に
効
果

が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。 

カ
ト
リ
ỿ
ク
関
係
者
以
外
も
申
請

可
能
だ
が
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ἀ
パ
ン
教

区
担
当
者
の
推
薦
が
必
要
。
申
請
詳

細
に
つ
い
て
は
カ
リ
タ
ス
ジ
ἀ
パ
ン

ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
を
参
照
の
こ
と
。 

(
募
金
の
受
付
は
２
０
２
１
年
３
月

末
で
終
了
し
て
い
る
) 

https://w
w

w
.caritas.jp/2021/09/03/4

705/ 

推
薦
図
書 

 

回
勅
「
兄
弟
の
皆
さ
ん
」 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
、
ア
シ
ジ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
語
り
掛
け
(

Fratelli tutti

フ
ラ
テ
ỿ
リ
・
ト
Ỽ
ỿ

テ
ỻ
「
兄
弟
の
皆
さ
ん
」)
を
書
き
出

し
の
フ
レ
ổ
ズ
と
し
て
、
同
聖
人
の

記
念
日
２
０
２
０
年
10
月
４
日
に

発
表
さ
れ
た
３
番
目
の
回
勅
の
日
本

語
訳
で
す
。 

教
皇
様
は
、
全
８
章
の
本
文
(
①
「

閉
じ
た
世
界
の
闇
」②「
道
端
の
異
邦

人
」
③
「
開
か
れ
た
世
界
を
描
き
、
生

み
出
す
」④「
全
世
界
に
開
か
れ
た
心

」
⑤
「
最
良
の
政
治
」
⑥
「
対
話
と
社

会
的
友
愛
」
⑦
「
再
び
会
う
道
」
⑧
「

世
界
の
兄
弟
愛
の
た
め
に
働
く
宗
教
」

)を
通
し
、利
己
主
義
に
よ
る
分
断
が

進
み
、
他
者
の
苦
し
み
を
顧
み
な
い

現
代
社
会
を
具
体
的
に
検
証
し
、
開

か
れ
た
世
界
を
築
く
道
筋
を
希
望
を

も
ỵ
て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

イ
ス
ラ
ổ
ム
の
指
導
者
と
の
対
話
か

ら
刺
激
を
受
け
、
身
体
的
な
近
し
さ

を
超
え
、
生
ま
れ
住
む
社
会
と
い
ỵ

た
場
所
を
超
え
、
一
人
ひ
と
り
を
認

め
、尊
重
し
、愛
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
兄
弟
愛
・
社
会
的
友
愛
に
こ
の

回
勅
を
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

教区・全国・司教の行事予定  
■2021 年 
11 月  3 日 カリタスジャパン全国セミナー 

（リモート） 
６日 教区宣教司牧評議会（中止） 

１５日～日韓司教交流会（17 日まで） 
（中止） 

２３日 正義と平和協議会全国大会 
（リモート） 

２９日 司祭月例会 
３０日 教区顧問会 

12 月２７日 司祭忘年会（中止） 
       司教館仕事納め 
   ２８日 司教館休館（1 月 6 日まで）  
■2022 年 
１月  ３日～フィリピンエクスポージャー 

（中止） 
     ７日 司教館仕事始め 
   ２４日 司祭月例会 
   ２５日 教区顧問会 
２月 １１日 臨時教区宣教司牧評議会 
   １４日～司教総会（18 日まで） 
   ２８日 司祭月例会 
３月  １日 教区顧問会・司祭評議会 
   ２１日 祭壇奉仕者認定式（予定） 
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【2021 年度 聖書週間】 

11月 21日～28日 

テーマ 

「家庭－試練や苦境における喜びの源」 

コロナ禍だからこそ、この期間に 

個人で聖書に親しんでみませんか。 

札幌教区聖書委員会：担当司祭 松村繁彦 



『
と
も
に
生
き
る
』が
、難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
コ
ラ
ム
と
し
て
、
今

後
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
委
員
会
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

「
難
民
」は
、
難
民
認
定
さ
れ
た
人
だ

け
で
は
な
く
、
申
請
者
や
申
請
し
た

け
れ
ど
認
め
ら
れ
ず
に
い
る
人
、
何

等
か
の
理
由
で
在
留
資
格
を
失
ỵ
た

人
な
ど
も
含
ん
で
い
ま
す
。「
移
住
」

は
、
そ
の
言
葉
の
と
お
り
日
本
に
移

り
住
ん
だ
人
を
示
し
て
い
ま
す
。
日

本
に
住
ん
で
い
る
人
の
中
に
は
、
在

留
目
的
が
あ
り
、
期

間
が
決
ま
ỵ
て
い

て
、
い
つ
か
母
国
に

帰
る
人
も
い
ま
す
。

一
方
で
、仕
事
で
、あ

る
い
は
家
族
で
日
本

に
こ
れ
か
ら
も
ず
ỵ

と
住
む
人
も
い
ま

す
。「
移
動
」
は
、
な

か
な
か
イ
メ
ổ
ジ
が
付
か
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
旅
行
者
や
日
本
に

物
資
を
運
ぶ
大
型
貨
物
船
の
船
員
た

ち
が
移
動
者
で
す
。 

委
員
会
の
働
き
は
、
全
て
の
人
が
、

神
の
子
と
し
て
平
等
に
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
国
籍
を
超
え
た
神
の

国
を
め
ざ
し
て
、
と
も
に
生
き
る
た

め
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。 

３
０
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま
す
が
、

札
幌
に
は
「
在
日
外
国
人
の
人
権
を

守
る
会
・
北
海
道(
通
称
⽇
Ｓ
Ｐ
Ｒ
)」

と
い
う
市
民
団
体
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ス
キ
ノ
で
働
く
外
国
人
女
性
た
ち

が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
搾
取
さ
れ
て
い

る
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
話
題
に
な

ỵ
て
い
た
頃
で
す
。
自
分
と
同
じ
年

頃
の
女
性
た
ち
が
、
自
分
の
た
め
で

は
な
く
、
家
族
の
た
め
に
働
き
、
我

慢
し
て
い
る
姿
に
驚
き
、「
な
ぜ
？
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
活
動
に
関

わ
り
ま
し
た
。こ
れ
が
、今
に
至
ỵ
た

私
の
原
点
で
す
。
ス
ス
キ
ノ
で
働
く

外
国
人
女
性
が
月
一
回
、
北
一
条
教

会
で
行
わ
れ
て
い
る
英
語
ミ
サ
に
来

る
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
つ
け
、
初

め
て
カ
ト
リ
ỿ
ク
教
会
に
足
を
運
び

ま
し
た
。そ
こ
で
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

の
マ
ン
フ
レ
ổ
ド
神
父
に
出
会
い
、

「H
ouse Friendship

」で
主
に
留
学

生
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
関
わ
り
ま

し
た
。 

教
会
の
内
外

で
ボ
ラ
ン
テ
ỻ

ア
と
し
て
外
国

人
支
援
を
⾧
く

続
け
た
結
果
、
私

は
、
２
０
１
６
年

９
月
に
日
本
カ

ト
リ
ỿ
ク
難
民

移
住
移
動
者
委
員
会
の
委
員
と
し
て

任
命
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、２
０
１

９
年
４
月
か
ら
札
幌
教
区
の
職
員
と

し
て
働
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
委
員

会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

「
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日
(
９

月
の
最
終
日
曜
日
)」
は
、「(
わ
た
し

た
ち
が
)全
世
界
の
人
々
と『
と
も
に

生
き
る
』決
意
を
新
た
に
す
る
日
」で

す
。
今
年
の
教
皇
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
は
、

「
ひ
た
す
ら『
わ
た
し
た
ち
』で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」で
し
た
。こ
の
コ
ラ
ム

で
は
、わ
た
し
た
ち
が『
と
も
に
生
き

る
』
こ
と
を
テ
ổ
マ
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

ỵ
て
い
ま
す
。      

(
西 

千
津
) 

聖
心
会
は
、
イ
エ
ス
の
聖
心
に
捧

げ
ら
れ
た
修
道
会
で
、
１
８
０
０
年

に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
聖
マ
グ
ダ
レ

ナ
・
ソ
フ
ỻ
ア
・
バ
ラ
に
よ
ỵ
て
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
１
８
０
１
年
に
は
最

初
の
聖
心
女
子
学
院
が
ア
ミ
ア
ン
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
か
ら
国
際

的
な
会
と
し
て
広
ま
り
、
創
立
者
の

生
存
中
に
す
で
に
世
界
16
か
国
に
、

修
道
女
の
数
は
３
５
０
０
人
が
お
り

ま
し
た
。
修
道
会
の
来
日
は
１
９
０

８
年
１
月
で
、
東
京
に
最
初
の
修
道

院
と
学
校
を
始
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
の
北
国
札
幌
で
は
札
幌

聖
心
女
子
学
院
が
設
立
さ
れ
た
１
９

６
３
年
に
７
人
の
シ
ス
タ
ổ
が
送
ら

れ
て
修
道
院
が
始
ま
り
ま
し
た
。
創

立
を
前
に
宮
の
森
を
訪
れ
た
当
時
の

デ
ἁ
・
ヴ
Ỻ
ロ
ン
総
⾧
は
自
然
豊
か

な
丘
か
ら
札
幌
を
展
望
し
、「
こ
こ
は

世
界
に
開
か
れ
た
窓
で
す
」
と
言
い

ま
し
た
。そ
の
言
葉
の
通
り
、創
立
以

来
、
こ
の
丘
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
は

日
々
の
学
校
生
活
を
通
し
て
世
界
に

目
を
開
き
、
ど
ん
な
人
も
大
切
に
さ

れ
る
世
界
を
築
い
て
い
く
賢
明
な
女

性
と
し
て
成
⾧
し
て
い
き
ま
す
。(
写

真
上
は
聖
心
会
特
有
の
聖
母
マ
リ
ア

の
絵「
感
ず
べ
き
御
母
」に
百
合
を
捧

げ
る
行
事
で
す
。
こ
の
絵
は
聖
心
の

す
べ
て
の
姉
妹
校
に
あ
り
、
成
⾧
期

に
あ
る
女
性
の
模
範
と
し
て
の
マ
リ

ア
を
観
想
し
な
が
ら
生
徒
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
心
の
百
合
を
持
ỵ
て
行
列

し
ま
す
。
教
員
も
シ
ス
タ
ổ
た
ち
も

参
加
し
ま
す
。) 

聖
心
会
は
い
ま
世
界
の
41
か
国

に
２
０
０
０
人
の
会
員
が
お
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
ニ
ổ
ズ
に
応

え
る
た
め
、
様
々
な
教
育
の
奉
仕
を

通
し
て
会
憲
の
次
の
言
葉
を
生
き
て

い
ま
す
。 

「
私
た
ち
は
、
教
会
に
よ
␷
て
遣
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ズ

ス
の
聖
心
の
愛
を
伝
え
る
た
め
で

す
。
聖
心
の
中
に
こ
そ
、
人
間
が
育

つ
力
の
泉
、
人
び
と
の
和
解
が
可
能

に
な
る
道
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
を
信
じ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を

の
べ
伝
え
た
い
の
で
す
。
」 

日
本
で
は
兵
庫
県
、静
岡
県
、東
京
、

札
幌
に
修
道
院
が
あ
り
、
約
１
０
０

人
の
会
員
が
、
学
校
で
の
教
育
は
も

と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
と
祈
り

を
通
し
て
創
立
者
が
抱
い
た
ヴ
ỻ
ジ

ἂ
ン
を
受
け
継
ぎ
、
主
の
み
こ
こ
ろ

の
愛
を
分
か
ち
合
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。 

学
校
教
育
で
は
聖
心
女
子
大
学
、

聖
心
イ
ン
タ
ổ
ン
ナ
シ
ἂ
ナ
ル
ス
ク

ổ
ル
、東
京
聖
心
女
子
学
院
、不
二
聖

心
女
子
学
院
、
小
林
聖
心
女
子
学
院

と
、
こ
こ
札
幌
聖
心
女
子
学
院
が
あ

り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、姉
妹
校
と
社
会

を
繋
ぐ
「
聖
心
会
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ

ổ
」
の
活
動
、
聖
書
サ
ổ
ク
ル
、
黙
想

指
導
な
ど
福
音
宣
教
に
励
ん
で
い
ま

す
。
高
齢
で
活
動
で
き
な
い
会
員
も

日
々
の
祈
り
を
通
し
て
使
命
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

 (
現
在
札
幌
修
道
院
の
メ
ン
バ
ổ
は

４
人
で
す
。
写
真
下
) 

難
民
移
動
移
住
者 

委
員
会
⎖
⎙
⍥
⎝
⎞
？ 
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イ
エ
ズ
ス
の
聖
心
の
中
に
こ
そ 

聖
心
会 



カ
ト
リ
ỿ
ク
小
樽
教
会
に
は
歴
史

あ
る
二
つ
の
聖
堂
が
あ
り
ま
す
。
ゴ

シ
ỿ
ク
様
式
で
赤
い
屋
根
の
富
岡
聖

堂
と
蔦
の
絡
ま
る
白
い
壁
の
住
ノ
江

聖
堂
で
す
。
歴
史
あ
る
小
樽
と
共
に

歩
い
て
き
た
両
聖
堂
は
市
民
に
愛
さ

れ
て
お
り
、
富
岡
聖
堂
は
小
樽
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

猛
暑
の
中
、
８
月
６
日
(
金
)
広
島

原
爆
記
念
日
８
時
15
分
と
８
月
９

日
(
月
)
⾧
崎
原
爆
記
念
日
11
時

02
分
、
ち
Ỹ
う
ど
76
年
前
に
投
下

さ
れ
た
時
間
に
合
わ
せ
て
、
カ
ト
リ

ỿ
ク
小
樽
教
会
両
聖
堂
で
原
爆
犠
牲

者
へ
黙
祷
を
捧
げ
る
と
共
に
「
鎮
魂

の
鐘
」
が
、
ま
た
８
月
15
日
の
終
戦

記
念
日
に
は「
平
和
の
鐘
」が
世
界
恒

久
平
和
の
祈
り
と
共
に
小
樽
の
街
に

鳴
り
響
き
ま
し
た
。 

富
岡
聖
堂
の
鐘
は
１
９
３
１
年

(
昭
和
６
年
)、
初
代
司
祭
ソ
ラ
ノ
神

父
様
の
お
父
様
が
ド
イ
ツ
か
ら
寄
贈

し
て
く
だ
さ
ỵ
た
も
の
で
、
当
時
は

朝
・
昼
・
夕
の
３
回
、
小
樽
の
街
に
響

い
て
い
た
そ
う
で
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
、
金
属
で
あ
る
鐘
を
兵
器
に

す
る
た
め
憲
兵
に
持
ỵ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
ỵ
た
そ
う
で
す
が
、
ち
Ỹ
う

ど
そ
の
時
終
戦
を
迎
え
、
ぎ
り
ぎ
り

の
と
こ
ろ
で
鐘
は
守
ら
れ
た
そ
う 

で
す
。 

住
ノ
江
聖
堂
の
鐘
を
鳴
ら
す
場
所

は
信
者
で
も
一
部
の
者
し
か
知
り
ま

せ
ん
。
実
は
司
祭
の
部
屋
の
前
に
天

井
か
ら
鐘
を
鳴
ら
す
紐
が
下
が
ỵ
て

い
る
の
で
す
。
今
年
の
春
ま
で
住
ノ

江
聖
堂
に
常
駐
し
て
下
さ
ỵ
て
い
た

司
祭
も
司
祭
数
の
激
減
の
た
め
常
駐

で
き
な
く
な
り
、
心
な
し
か
鐘
の
音

も
寂
し
く
聞
こ
え
ま
す
。 

⾧
い
歴
史
の
中
で
様
々
な
困
難
に

遭
い
な
が
ら
も
澄
ん
だ
音
色
を
響
か

せ
て
き
た
２
つ
の
鐘
。
こ
れ
か
ら
も

イ
エ
ス
様
の
心
を
伝
え
、
小
樽
市
民

の
慰
め
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

(
信
徒
寄
稿
文
) 

訃 

報

 

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会  

      

入
院
中
の
月
形
町
立
病
院
に
て
、
細

菌
性
肺
炎
の
た
め
８
月
23
日
午
前

０
時
7
分
、
神
様
の
み
も
と
に
召

さ
れ
ま
し
た
。享
年
87
歳
。奉
献
生

活
59
年
。 

【
略
歴
】 

１
９
３
３
年
12
月
15
日
生
ま
れ 

１
９
５
７
年
4
月
20
日
受
洗 

１
９
６
２
年
10
月
27
日
入
会 

１
９
６
５
年
8
月
12
日
初
誓
願 

１
９
７
１
年
8
月
12
日
終
生
誓
願 

２
０
１
４
年
11
月
22
日
誓
願
金
祝 

 ◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会  

       

創
成
東
病
院
に
て
、
８
月
15
日 

午
前
10
時
23
分
、
眠
る
よ
う
に
、

い
つ
も
願
ỵ
て
い
た
御
父
の
み
も
と

に
帰
り
ま
し
た
。
享
年
86
歳
。
奉
献

生
活
62
年
。 

【
略
歴
】 

１
９
３
４
年
10
月
4
日
生
ま
れ 

１
９
５
７
年
9
月
17
日
入
会 

１
９
６
３
年
9
月
17
日
終
生
誓
願 

       

ラ
ス
ổ
ル
苗
穂
に
て
、
９
月
19
日

午
後
５
時
15
分
、
神
様
の
み
も
と

に
召
さ
れ
ま
し
た
。
宣
教
者
と
し
て

最
後
ま
で
祈
り
の
人
で
し
た
。 

享
年
87
歳
。
奉
献
生
活
66
年
。 

【
略
歴
】 

１
９
３
３
年
12
月
9
日
生
ま
れ 

１
９
５
５
年
6
月
13
日
入
会 

１
９
６
０
年
6
月
13
日
終
生
誓
願 

 
      

 

天
使
病
院
に
て
、
９
月
24
日
午
後

２
時
１
分
、
神
様
の
み
も
と
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
陽
気
で
い
つ
も
周
囲
を

和
ま
せ
、
宣
教
者
と
し
て
沈
黙
と
祈

り
の
務
め
を
最
後
ま
で
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
99
歳
。
奉
献
生
活

69
年
。 

【
略
歴
】 

１
９
２
２
年
8
月
25
日
生
ま
れ 

１
９
５
２
年
12
月
15
日
入
会 

１
９
５
７
年
12
月
15
日
終
生
誓
願 

          

コ
ロ
ナ
禍
で
も
情

報
網
を
駆
使
し
て
人

が
繋
が
り
を
持
ち
、
そ

れ
に
よ
り
孤
独
を
回

避
し
て
い
る
人
は
大

勢
い
る
が
、
こ
の
情
報

や
連
絡
が
止
ま
る
と

途
端
に
愚
痴
が
出
始
め
る
。「
私
は
見

捨
て
ら
れ
た
！
」。
受
け
る
こ
と
に
慣

れ
る
と
こ
う
な
る
。
愚
痴
の
前
に
自

分
も
だ
れ
か
に
情
報
を
発
信
し
て
み

よ
う
。
細
や
か
な
言
葉
「
ど
う
し
て

る
？
」
と
い
う
言
葉
は
今
や
命
綱
に

近
い
言
葉
。「
与
え
ら
れ
る
よ
り
も
与

え
る
こ
と
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の『
札
幌
教
区
ニ
ἁ
ổ
ス
』と
い

う
情
報
が
大
切
な
の
で
は
な
く
、
こ

の
ニ
ἁ
ổ
ス
を
共
有
す
る
相
手
を
見

つ
け
る
事
。
ま
だ
ま
だ
世
の
中
に
は

情
報
を
貰
え
て
い
な
い
人
も
い
る
の

で
、
今
こ
そ
一
人
一
人
の
発
信
力
が

問
わ
れ
て
い
る
。
伝
言
ゲ
ổ
ム
は
苦

手
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
で
も
ゲ
ổ

ム
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
前
後
の
人

と
話
す
こ
と
も
な
か
ỵ
た
。
い
の
ち

を
守
る
ỵ
て
、
立
派
な
行
い
ば
か
り

で
は
な
い
。教
皇
訪
日
の
テ
ổ
マ「
す

べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
」
と
は
、

細
や
か
な
こ
と
に
忠
実
で
あ
る
か
ど

う
か
な
の
だ
ろ
う
。 

(
広
報
委
員
⾧ 

松
村 

繁
彦
) 
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